
感染症にかかった後の登園について

平成２５年４月改訂

幼稚園は幼児が集団で長時間生活する場です。感染症の集団での発症や流行をできるだけ防ぐこと

はもちろん、子ども達が一日快適に生活できることが大切です。

下記の感染症については、登園のめやすを参考に、かかりつけの医師の診断に従い、裏面の登園届の

提出をお願いいたします。なお、幼稚園での集団生活に適応できる状態に回復してから登園しましょう。



〈保護者用〉

登園許可届（保護者記入）

光 輪 幼 稚 園 長

組 園児氏名

生年月日 年 月 日

病名〔 〕と 月 日に診断されましたが、

月 日、医療機関〔 〕を受診し、

症状が回復し、集団生活に支障がない状態と判断されましたので登園いたします。

出席停止期間 月 日 ～ 月 日

平成 年 月 日 保護者名

なお、以下の①の場合には、医師の診断書（有料）の提出をお願いします。

②の場合には、お子さんの早期回復と集団で感染拡大を防ぐために、登園を控えていただく

こともありますので、ご了承下さい。

①裏面の「登園のめやす」期間が終了しないうちに登園可能と医師に診断され、保護者が

登園を希望する場合

②子どもの全身症状が良好でなく、園長または園長に準じる者が集団生活に支障があると

判断する場合

※提出されましたら、新しいものをお渡し致します。


